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愛荘町観光物産振興計画【概要版】 
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愛荘町観光の強み 

 

 

 

 

鈴鹿山脈の清水がもたら

した「自然景観」 

鈴鹿山脈の清水が発展させた

「伝統工芸・産業」 

車等によるアクセスを向上させた 

「湖東三山スマートインターチェンジ」 

 

地域住民によって守り受け継がれてきた

「歴史・文化風習」 

 

愛荘町観光の弱み 

 

 

 

案内板など来訪者への

インフラ整備 

 

駅から観光地、観光地から 

観光地への公共交通の不便さ 

愛荘町観光の魅力を具体

的に伝えられていない 

食（グルメ）の充実 

 

滋賀県愛知郡愛荘町

愛荘町観光物産振興計画【概要版】
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2020年（令和2年）3月



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 基本方針の柱 主要施策（アクションプラン） 

�
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Ⅰ 体験型・交流型要素を取り入
れた着地型観光の推進

①宇曽川周辺の自然・水の利活用

②産業・歴史文化の体験交流プラン造成

③中山道周辺地域の再活性化

Ⅱ 観光客に選ばれ続けるため、
オンリーワンの魅力を発信

④観光資源の価値の理解を深める

ビジュアル重視の発信

⑤ストーリー重視のワンチーム化

Ⅲ 愛荘町の魅力を

再発見・新発見

⑥地域資源の魅力の住民への浸透

⑦地域の歴史文化の伝導師育成

Ⅳ 観光ニーズに合った物産の

開発と提供
⑧地域食材を利用した新しい特産品づくり

計画の体系 

受入環境整備

愛荘町観光の課題を解消するための受入環境整備には時間と経費が必要です。以下の内容については長期的な

視点とまちづくり全体の視点をもって各種関係団体が連携のうえ環境整備を目指して協議をしていきます。 

１ 観光客を誘導する案内表示の充実

２ 歩行者空間・サイクリング空間の構築

３ 二次交通や町内を周遊するアクセス手段の確保

割合が高い

主とする

観光

　業連

　　参加

※現状値 ( 2018年〔平成30年〕)　⇒   目標値 ( 2024 年〔令和 6年〕)


